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今度G・H・Q・ の好意に よつて米 国のN・1・H・ にお

い て飼際標準 ツベルク リンと等力価 に・合 せ られた``O

T　 及びSt鍛d傑dP・P・D・ 並 びに他製造所 の力価未

知の``OT"及 びP・P・D・ 等4種 の ツペル ク リソの

分与を受けた。 これ等4種 をわが国 の標準 ツベル ク リン

を標 準と して力価 の比較試験 を行つ た。 その試験方法は

現今 わが国において実施申の 「診断用 ツベル ク リン稀 釈

液基準(暫 定)」 に規定 されてい る力価の検 定法 に 従 つ

た。以下その大要 を報告す るら'

II実 駿 材 料9

この笑験 に使用 した各種 ツベル ク リンを第1表 に表示

す る◎ これ ら各 ツベル ク リンの稀釈はすべて瑚酸一棚砂

緩衝液を用いた◎わが 国のツペルク リソは2・000倍 に稀

釈 した ものを標準液 とした。米国 よりの 編OT"は 各 ζ

必要 な稀釈濃度に,P・P・D・ は0.1¢c中 に必要実量

(γ)が 含まれ るよ5に 稀 釈 した◎ 評
簿 達
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標準液 による硬結の大 さの総計

2.実 験 成 績

標準液 と各試験 品の各濃度 とを感作 モル モ ツ トの皮内

に注射 し,24時 闘及 び48時 聞後 における硬結 による

Baticの 結果 は第2表 に示す如 くであ るの試験品N◎ ・1

すなわち米閣N・IM・ において国際標準 ツベル ク リン

と等 力価 に合せ られた"OT"の ユ,660倍 とわが国 の標

第2表 動物 による力価の比較試験

RatiO
備考

ブイ ンを用いてJeeの 中に10mgの 菌が含 まれ るよ う

浮溝液 を作 るcこ の液O・6cc(6mg)を 体重3509以 .

上 の白色健康 モルモ ッ トの左右の大腿部筋 肉内に注射ナ

るe注 射 してから8週 間後 において標準液0.1ccを 皮

内注射 して24時 閥緩 において硬結が10r20mmを 呈

す るもののみを実験 に使用 した。

2)注 射方法殴 び注射量:試 験 晶の各濃度毎 に上記

の感作 モルモ ツ ト約10匹 ずつを選 び,こ の動物の背部

の毛をメ肋,正 中線 を中心に一側には標準液 を,他 側対

称部には試験贔 をそれぞれ0・1ecず つ2か 房に皮 内注

鮒 した心`噛

3)判 定方法及び判定時間;注 射後24時 間及 び48

時 間にお げる硬結の横径及び縦径 を計測記載 する◎

4)計 算;硬 結の横,縦 径の算 術平均 をmmで 表

し 標 準液 による硬結 の大 きさの10匹 の総計 を もつて,

試験 品の硬結の大き さの総計 を除 した も の す な わ ち

Rati◎ によつて比較 した。すなわち

R臨t鱒電。試験繍 に よる硬結 の大 さの総計

「ツ」の試 験稀 釈o」倒 使 規
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準 ッ凌ル ク リン2,0⑪0倍 とか同力価 となる♂ またNe・2

でe:2,so・ 倍が騨 液2,… 倍に等 しい・ さらにP・

P.D.のN。.3は15Y,Nw.4は α05一 α09Y辺 力標

準液2,000倍O・1cc(O・05mag)と 等 しい◇ な治P・P.

D.と"OT"と の皮 内反応上の差興 ま認 められなか

つ た◎

EV人 体の庄内反嬢による力贋試瞼

1.実 験方法

1)対 象集団;使 用集団には 自然感染巻8CG既

接種者及 び禾接種,未 感染者等 の含 まれてい る小,中 学

校の生徒 であるeeこれ ら集団 は毎年春秋2回 ・両 側の龍

臆に誹同時 にツベル ク リゾ液 を皮内注射 した ものたちで

あ る◎

2)注 射方法及び注射量:各 試験品の各濃度毎 に約

100名 ずつ を透 ぴ,そ の前脾屈側 の上三分の一部の一・cu

には標準液 を,他 側対称部 には試験品を,そ れ ぞれO・1

ceずつ皮内注射 した◎ この際 被検 者を約 半数ずつの2群

に分 ち,一 群の右側 には標準液 を,左 側 には試験 品を・

また他群の右 側には試験品 を,左 側 には標準液 をそれぞ

れ注射 した。 ・

3)判 定時間及 び判定方法:注 射 してから48時 聞

後 における発赤,硬 結,二 重発赤及 び水泡等 の有無並び

にその程度 を記載 した¢その方法はまず発赤が あればそ

の横径及 び縦径 をスライデングカ リパ ースを もつて計灘

した。 この際発赤がご箆になつている ものではその外窪

ど内径 との横縦径を馴 々に計測 して記載 した◎つい で硬

結 の有無 を触診に よつて調 べ,そ の横径縦径 とを計測 し

た◎ もし硬結が浮腫状の際 には+又 は±の記号 と して記

載 したき さらに水泡,鋤 血及び壌死等 の強反応が ある場

合 に 竜,こ れを記職 した0

4)記 載方法:上 記 の各反応 を分母 と分子 とに別つ

て記入す る,す なわち,発 赤及 び二霊発赤 は分母 に,硬

結及 び水泡等は分 子に記載 した◎例 えば二重発赤 の外径

が35x3鶏 内径が15×16,硬 結が15×161等 の ものは

つ ぎの如 くであ る。 灘.

硬紬 水 泡15x16

発赤(二 重発赤外径)15x16(35x36)

1)計 算:発 赤 の大 き さ(横 径 と縦径 との算術平均

値)の 総計 のR誌 伽 を動物の場合 と同一方 法に よつ て求

め るゆ たftし 人体に於 け る場 合は,発 赤が両側 と も10

鵬m以 上(も し二重発赤や水 泡等 の強反応が一側 ζで も

ある ものは除外する)あ る例数のみについてRativを

計算 した・なお従来か ら行われて きた陽性率,硬 結触知

・数等 も参働 して比較 した◎

6)判 定基準 ご 陰陽性の判定基準はつ ぎの如 くであ

るo

二重発赤水発赤 の大 きさ 硬結 の有無 判定

泡の有無
0～4mm"一 ・一_　
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我 国の標準 ツベルク リソを標準液 として,米 国 よ り分

与 された各種 ツベルク リソの 人像皮 内反応 に よる成績は

第3表 に示す如 くである6す なわ ち``OT,,No・1の

Ratioを 見るに1,820～2,220倍 稀 釈のところがo・94～

1.00で ある。 さらにこの稀釈倍数の陽性率,硬 結数,二

重発赤及 び水泡等 の諸反応を参酌すれぽ,2,000倍 稀釈

液が標準液2・000倍 稀釈液 と等 しい。す なわ ち米国'N.

1。H.に おいて国際標準 ツペルク リンと等 力価 に合せ ら

れた"OT,,と 我国 の標準 ツ・くル ク リンとが等力価 で

～ 墜ごガ 第3表

あ る。 ま た"OT"No・2のRatioを 見 る に3,330借

稀 釈 では1・06で 標 準 液 よ り梢 賓強 い ◎ しか し陽 性 率 は

試 験 品 の 方 が弱 く,硬 結 数 は等 しい か ら大体3,330倍 稀

釈液 が標 準 液2,000倍 稀 釈 液 と等 しい こ とに な り,縦

つ て この``OT"は 我 国標 準 ツペル ク リソよ りも幾 分

強 い こ とに な る。 さ らにN,1・H・ の標 準P・P.D

(No.3)の0.15YのRatioは1.eO,0.2Yで は1.02

で あ る。 これ が 他 の反 応 を比 較参 酌 す るにO・1Yと 標

準 液2,000倍 稀 釈液0・1ccす な わ ちO・esmgと が等

しいoま たP.P.D,No。4のRatioは0。OSγ が1。02

であ り他 の反 応 も大体 等 しい の で,こ の 濃 度が 標 準 液 と

等 しい ◎ な お"OT"とP.P.D.と 反 応 上 の差 異 は特

に認 め られ なか つ た◎

人俸 に よる力価の比較試験
溜 耐 声
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注:(1)注 射 月 日:昭 和25年6月6目 と6月18日

(2)揚 所=東 京都忠生村及び新潟県直江津町の各小 。中学校

(3)※ 標 ……標準液,試 ……試 験品

唱V総 括

1・ 動 物 にお け る24時 間 と人 体 にお け る48時 間 の

各Ratioを 一 指 す れ ば 第4表 の如 ◇で あ る。 この表 に

より て明 らか な如 く,我 国 の標 準 ツペル ク リン液 は米 国

N・1・H・ にお い て国 際 標 準 ツベル ク リソ と等 力価 に合

せち れ た"OT　 と等 力価 で あ る。 さら に他 の``OT',

は我 国 の もの よ り幾分 強 い 。 ま たN・1・H・ にお い て

1949年4.月 に0.1%に 稀 釈 したStandardP・P・D・

0・15Yと 我 国撰 準 ツベ ル ク リソ2,000倍 稀 釈 液0・100

(0.05mg)と 等 し く,HolmのP・P・D・ は0・05γ が 等

しか つ た。 か くの 如 く,米 国 の各 種 ツベル ク リン もその
鱒

£

製造所 によつて必ず しも等力価 ではない。StaBdardP・

P・D・ が他の製造所 の もの よりも弱い ことは稀 釈後の経

過が長いためか ボまた初 めか らこの力価 であつ たのかあ

るいは私達 の力価試験 方法 と米国において行われ る方法

との差に よ る もの であ るかは不明 であるが,一 般 にP.

P.D.と して売 出 されてい るものに比 して力価は 弱 か

つた。

2・ 従来屡際聯盟方法(Dに よつて規 定 された力価 の検

定法 は感作 モル モツ トを用い る方法 であつ た¢ しか し数

年前 から我国において我 々② は人体の皮慮 反応 による

力価 の検定法を提唱 し,現 在わが国の検定基準(暫 定)



に もこれが とり入れ られてい る。 この方法は気鰍方法の

勝 において記 した如 く,主 と して発赤 の大 さによる 旭の

であるガ ー方郵物において嫁硬結 によつて判定 し他方人

鉢 にオこいては発赤に よつて半腱 するため同一力価 の ツ^ミ

ル ク リンにおいて も幾分か差 を生 じて ぐることは勿論で

あ る.け れ 遊も人体の方が動物 よりもヅペル グ ノンアレ

ルギ_は 鋭敏 であることか らすれば,人 体 による力価 検

定が正 い 、ことにな るわけ である。 しか しこの問題 に関

しては別の論文 において詳論 しようと思 う¢

3・ 人体 におる判定時間及び判定基準等はう七きに野辺

地,柳 沢等の の実験嚇 責に よつて決 められ た もの であ

る◎ ただ しこの場合 におては自然感染者 による威績 であ

つ たが今 日の如 く]iCG接 種者が多 くなつた場合に おい

ては この問題 に闘 して も将 来 さらに研究 を要す る鶏

V五 結 言

現在我 霞において笑施 中のrツ ベル ク リン{瀞 職 墓準

(暫定)」 の力価試験法1こよつて,米 匡ゆN」JLに お

て躍際標準 ツベルク リソと等力価に合せ られ た"OT"

と我国の標準 ツベル ク リンとは,等 力儒 であ ることが証

明され た。

終 りゆ臨み米 岡の``OT"及 びP・P・D・ の分与 を

取計らつて下 さつ た渉PJLW・Dr・1}gzeRkuit及 びDr・

N五ght両 氏 の御好意 を感認す る。 また動物実験 を担遇'ki

して下 さつ た土屋 院司磐並 びに人体実駁 に御協力 して下

さつ た高野袈裟男,吉 田潔之助,伊 藤恒 夫男君達に藻謝

す る◎なお この研究 の一端は総合研究,結 核研究委員会

の援助に よるものであつ てここに謝意を表す る◎
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